

環境条件 

定略人力電店_ 
消費電力 
動作環境 

保管環境 

窗合規制 
耐性 


DC —已 3 V 〜一 4 3 V ( DC 43 〜己 3 V ) , 6 。 

定常時最大 2 2 4 W (が給電時 2 4 W ) 、 最小 17 W 

動作漏度範囲 日〜 4 日 .C 

動作湿度範囲 2 日〜 8 日 ％ RH (結霞なきこと） 

保管温度範囲 - 2 0〜7 日 ’C 

保管湿度範囲 10 〜 9 0 %RH (結露なきこと） 


電磁放射 VCC 1 クつス A 

詩電気放電 （ ESD ) 

放身寸電磕巧吉 

電気が]ファストトラソジ： T ソトバースト 
電気が]サージ 
耐伝導ノイズ性 
電ミ原届波数イミュニティ 
瞬停/電店変動 


IECS 100 日- 4-2 ( 10 K V ) 
IEC 610 日日- 4 -吕 Levs 12 
IEC 61 日 0 日- 4-4 Levels 
IEC 610 日日- 4 -已 Levels 
IEC 61 日 0 日- 4-6 Levs 12 
IEC 6100 日- 4 -S Level 4 
IEC 6100 日- 4-1 1 



おがあび材料。を夥 
質量（重量） 


添か巧品仕様図による 
3 ,6 0 0 g 


% V 卜 7 — ク 接続 


ツイストペアポート： R 」45 コククタ24ポート 


:] EE 巨 8 02，3 10 BASE -T 

] EE 巨 8 日 2。3 U 10 日臣 AS 巨一下 X 
f 云送速度 ： 1 日/ 1 日 0 Mbps を/半二重 

適合ケーブル：ツイスト。ペア。ヶーブル 

( EIA / TIA 己巳 8 カテゴリ ー 5 相当は止） 
最大伝送距謎 ： lOOm 

オート京コ'シ 1 一'：/ョン臟能：通信速度。を半二重を自動誌謙 
設定により 1 日 Mbps 、10 0 Mbps およびを二重、半二 5 
をポートに最大 1 己。 4 W の,拾電がす能 


こ重を固定巧能 


ツイストペアポート： RJ 4 己コネクタ2ボート 


E E E 8 0 2 。 
E E 巨 8 日 2 。 
巨 EES 02 。 


3 U 1 00 BASE-TX 
3 a b 1000 目 ASE-T 


伝送速度 


lO / lOO/lOOOMbps を/半二重 


適合 すーブル： ツイスト。ペア。ケーブル 

( EIA / TIA 日68カテゴリー己巨相当从止） 

最大伝送距雜 ： 1日日 m 

オートをゴシ王ーショソ機能：通信速度。を半二重を自動誌識 

設定により 10 Mbps . 10 0 Mbps および全二重.半二重を固定す能 

SFP 柏:張ポート： 2ポート 

《止記1日日日巨 ASE - T が応クイストぺアポートとの運が利用 
オプション ： SFP — 1曰0日 SX SFP モジ 1 ール （ PN 己4日 21) 
SFP - 1 000 LX SFP モジ1ール （ PN 己402 3) 
SFP - LX 40 SFP モゾ1ール （ PN 己402己） 



(みい M N 0シリ -X 省電カモ- ド 塔載により. ポート 接続を自動橘知し.電カミ肖費を必要量に抑制。 

すル コンソール。ポート： R 」4 己コタクタ 1ポート 

レータ接続 通信ちす： RS -232 CUTU-TS V—24) 準拠 

エミュレーシ3ンモード： VT 10 日 

通信を件： 9日日日 b P S . 8 b I し y ンパリティー' スト‘;/プピ‘ント 1 



巧2 4年 


e — スット7-クソ 


V 3ン事業本邹 


ネット7— ク商品事業部 


I 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 









カス子ード'接続 


ち起動 


エー シュント仕本泰 




スイッチの管理 


( 1 ) 電源 LE D 〔 PWR ) 

禄点打；電源0 N 

¢2)自己設が LED ( STATUS ) 

綜点む：システム正を稼働 
瞪点灯：システムを動中 
蜡点減：システム障苦 

¢3) ポ- 卜 L E D 

P 0 E (1 〜24ポ -卜） 

緑点む：電源な給中 
精点滅:日 V e 「I 0曰 d 時 

消む：電源未 f 共給または端末未接続 
L ] NK / ACT 。（1 〜24ボート） 

緑点な：1日日 M b P S でリンクが確立 
蜡点む：1日 M b P S でリンクが確な 
緑点滅:1日0 M b P S でパヶッ h 送受信中 
禮点滅：1日 Mb P S でパケッ ト 送受信中 
消む：端末未接続 
G ] 曰 A (2 己〜26ポ ート） 

緑点打：1扫 b P S でリンクボ確立 

消打：1日0 M b P S . 1日 M b P S でリンクが確なまわは端末未悼続 
10 0 (2 己〜2己ポート） 

緑点む：1日 0 Mbps でリンクが確な 

消灯：1扫 b P S 、1日 M b P S でリンクボ確立または端末ホ接続 
L ] NK / ACT 。 （2 己〜26ポート） 

禄点む：リンクボ確立 
緑点滅： パ吁ッ ト送受信中 
消む：端末ホ接続 

ポート1〜 2 6 が A U t 0 M D I / M D I - X にがに（固ち設定可能） 

通信条件を固定に設定したポートは . MD I - X になりまず。 

工場化荷時は.ポート1〜2 4は M D I - X になりまず。 

ソフ トウてア からは下の3つの モー ドでリヒツト巧能 

(1) うホームスタート 

(2) 工場化荷時に戻ずリピット 

(3) ] P アドレスなタトを工場化荷時に戻ずリたット 

いずれもリブー トクイマ ー機能によりタイマー制御巧能 

管理 用プ□トコル： SNMP V 1/ V 2 ( R F C 1 15： 

TELNET ( RFC 8 已 4) 

HTTP ( RFC 26 1 目 

ソフトウェア。ダウン□-ド用了□トコ ル： TFTP CRFC 783) 

装備ずる M I 目 ： MI 目 II ( RFC 12 1 ： 

SNMPV 2 -MIB (RFC 1 9 0 ■ 


(RFC 11曰 7) 

(R F C 8已 4) 
( RFC 2616) 

C R F C 7 8 3 ) 

(RFC 12 13) 

(RFC 19 0 7) 

(R F C 2 日日 6) 

(RFC 17 己 7) 
(グループし2，3， 9) 
(R F C 14 9 3 ) 
( RFC 2674) 

(R F C 2 巨 7 4) 
( RFC 2863) 

(R F C 2 618 ) 

(R F C 3 6 21) 


IP - FORWARDINQ-MIB ( RFC 2 日 9 己 

RMON-M I B (RFC 17 己 7 

(クルー了し 2 

巨 R]DG 巨一 M ] 巨 （ RFC 1493 

P - 目 RID 白 E - M ] 目 ( RFC 2674 

Q — 巨 RID 曰 E — M ] 巨 （ RFC 2 巨74 

I F-M I 巳 （ RFC 28 6 3 

RADIUS — AUTH — CLIENT — MI 巨 （ RFC 2618 
POWER - ETHERNET - M ] 巨 （ RFC 3621 

IEEE 8 0 2。1 X M ] 巳 
IEEE 802。 3 ad M ] 巨 
R S T P - M I B 

な下ので法によって管理巧バつゾ-夕の設定がす能 

C 1 ) コンソール。 ポートに接続ざれた非同期端末からの設定 
C 2) T e I n e t 接統した遠隔端末からの設定 

(3) SSH 接続した遠隔端末からの設定 

(4) Web による遠隔端末からの或定 

は下のち法によってスイ’ソ手の管理が巧能 

( 1 ) コンソール。ポー トに接続された非同期端末からの管理 

C 2) T e Lnet と TCP / IP をット 7 — ク接続を使用した遠隔端末からの管理 

(3) SNMP マぶージャによる 管理 

(4) Web による管理 

は下の機能にぶってスイッ手動化状況の確認が巧能 

( 1 ) ファン t ソサ麟能 

(2) 内部!品度亡ソサ機能 

(3) C PU 使用率 •ノモリ 使用量表示機能 
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搭載機能 

.- 1。スイッチ機能 


- 2。スパニンク'ツリ 


- 3 。 VLAN 


4 。 リンク 


アクリゲーシ ヨン 


- 5 。 QoS 


タリング 


イル手キャス 


8。認証機能サポー 


-9。給電機館 


10。アク t ス 


コント□ー ル 


S y S log クつイアント[^ ys ^ 09 ヴーバへのシステ厶□ク巧信 j 
TFTP クつイアソト（ソ 7 トウ I アアップグレード、設定情報の保存。読化） 
□グイン RADIUS (RADI US サーバによる□グイン誌 t 正機能） 


スイッチンクち巧 
スイッ子ンク容量 
バ予ット転送能力 


ストアアンドフォアード 
14. 谷曰 b P S 

1，4 8 8,日0日 pps / ポート （10 日日 Mbps ) 
14 8, S 日 Opps / ポ-卜 （1 日日 Mbps ) 
14，88日 pps / ポート （1 日 Mbps ) 


MAC アドレステーブル： 16 K エントリー/ ユニット 


(ポ-卜単 f 立で自動を習の有効/無効ザす能.固定登歸ボ可能） 


バッファ 

フ□一 制御 
エージング 


:1 M バイト 

:半二重時 バ ックプレ’ソシザー 
を二重時 ] 巨 EES 02。 3 X 
: 3 0 0〜6 0 0秋（デフオルト値） 


IE 巨 E 8 日2。 1 D スバ ニン グツリープ□トコル互換 
I E 巨 E S 日2。1 W つピ y ドスパニンク' ツリー了 □トコル準拠 
I E 巨 E S 日2 。 Is マルチプルスパニソグツリープ □ トコル単拠 
臣 PDU ザード臟能サポート 

IEEE 8 C ]2。 1日 タグ VLAN 了 □トコルを拠 
ポー ト ベース VI—AN 

V L AN 登鼓教2日6個 C デフォルトも含む） 

イソターネッ トマンション機能サポート 

I E 巨 ES 日2。3 0 d リンク アグリゲー ショ ン機能サボート 
量大13グルー了檔ぶす能 （ 1グルー了最大8ポート） 

1 EEE 这日2 。 Ip S 段階の優先制柳をサポート 
C な下のスヶジ1ーリンダち巧の選がが可能） 

( l)Priority Queueing 

CPQ :絶が優先スヶジューリング）（デフすルト設を） 
C 2 )Welghted Round—Robin 

(WRR :重みがきつウンド□ビンスケジューリンク） 


/て送信す能 


。リングプ□トコル 


対象となるポートの卜つフィックを指定したポートにコビーして送信可能 
(複数のお象ポ-卜指定が可能） 

I G M P Snooping ヴポート 
I G M P Q U e r 1 e r 臟能サポ ー ト 
マル子キャストフィルタリング機能サポート 

が象となるポートの卜つ フィッ クを指定したポートにコピーして送信す能 
C 複教のか象ポート指定ボ可能） 

I 巨巳 E 8 日2。1 X ポートベース認証機能サポート 
I 巨巨 E 8 日2。1 X を用いた MAC ベース個別謡証機能 
IE 巨 ES 日2。1 X を用いたダイすミック VLAN 機能 
IE 巨 E 8 日2。1 X を用いたデスト VLAN 機能 
登録 MAC ァドレス靖制認 f 正機能 
CEAP - MD 5/ TLS/P EA P 認証方式） 

EAP フレーム透過擲能（ポート単化で巨 AP フレ-ム透過の有効/無効が巧能) 

IE 巨 E 8 日2。3日 f ，給電機能でポート 

1〜2 4ポートに最大合計17日 W 給電可能(ポートへの最大給電能力1己。 4 W ) 
給電ち巧 : Alternative 呂（空き線 4,5,7,8) 

は下のパつノー タでアク t ス制御ザす能 

(1) ]P アドレス （Source または Destination ) 

(2) MAC アドレス （Sou rce または Dest 1 nat 1 on ) 

(3) TCP/UDP ポート番号 （Source まわは Destination ； 

(4) VLAN ID 

(己） S 02。 Ip Priority 

(己 ） DSC P 

( 7) P r 0 t 0 c 0 t 

(8) ] CM P タイ 了 

(曰 ） TCP SYN Flag 

リンダ構ぶで冗長化が巧能〔最大8グループの登歸が可能） 
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1 。 ソフトウ X ア 

_パ' -ソヨン_ 

2。 か応ブつゥサ'' 

3。 使用言語及び 
使用プ〇トコル 

4。 文字コ ー_ ドヒット 
設定機能 

1。スイ'ン乎ング t 曼定 



2 。 ノール レポー 




3。時固設定 

モニタ機龍 
1。基本情報 


Boot Code ; Ver.l .0.0.04 け降 
Runtime Code : Ver . 2.0.日.68な降 

Internet Explorer 6.0 

HTTP 1.1 

HTML 斗.日 

Java _ RE _1.4_ 

Shif し JIS 


管理情報設定 
] P 設定 
SNM Pt を定 
ポート設定 
アクヒス条件設定 
ユーザを/パス7-ド或を 
FD 臣設定あび参照 
を刻設定 
VLAN 設定 

リンクアタリゲーシ 3 ソ或定 
ポートモこタリング或定 

MST P (マル f 了ルスパニングツリ ー) 設定 
アクヒスコン ト□-ル或を 
Q 0 S 設定 

ストーム コン ト□-ル設定 
] 巨 EE 8 日2。1 X 認証或;ま 
]G M P Snooping 設定 
]G M P Q U e r 1 e r 設定 
P 0 E 或定 

ポートカウンタ設定及び参照 
ソフトウ X アア y 了 グレー ド設定 
設定フ 7 イルの保を/読化設定 
再起動設定 
システム□グ 
システム□ダ送信設定 
設定情報のお巧 

卢ールサーバ'の設定 

送信もア々ウント （/- ルアドレス）の或ま（最大3アカウント） 

:それぞれにレポートの通知と卜つッ了の通知を選がす能 
を信元アカウント（ノールアドレス）の設定 


レボー ト間隔の設定 
レポートの内容の設定 
添かフ 7 ィルの運が 
康かファ Y ル；' -夕の言 
データ 収集商丽 
□グの内容 


:毎日、毎週.毎月のいずれか 

:ポート情報、卜つ7ィックサマリ. y ステム〇グ 
:添かしない. CSV 形式.干みストお巧のいずれか 
淀 

:1□分を. 3 日分を. 1 時間、 3 時商、 6 時間、 1 曰のいずれか 
:帯巧使用率（グ 0). 受信フレーム設 I ブ□ー ドちザスト、 マル チキ* 
コリジョン回数、王つ一総数 


ポート選が 
設定み.テストメ- 


ルを 送信ず る 


端末からの時刻データの転送による時計合わせ（時刻設定ボタン） 
SNT P 設定 
時刻手動設定 


ンステム情報の設定 


:髓働時間 （ sysUpTime ; の表示 
註細情報 （ svsDescr ) の表示 
管理を （ sysCont 曰 ct ) の表示 
設置場巧 （ sysLocati 曰 n ) の表示 
ホストを （ sysN 日 me ) の表を 
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3 _ 2 。 卜つフィック□ク •ポート別の過去2 4時間の1 0 分ごとの卜つフィックの状態を表示。 

表を内容は 
時刻 

帯巧使用率（％) 

受信フレーム数 
ブ□-ドみャスト 
マルチキャスト 
コリジョン◎数 
王つ一総数 


-_4。ク7フィ ， y ク機能_ 
_ 4 _1。ポート 

ステータス 

コククタ ピン配置 

- 1。ポート！〜2 4 


本体をグつフィック表をし 、 L E D の表を状態をリアルタイ厶で確誌す能 
更新間隔： 2日げ 


が態 

ピン N 0 。 

1 2 

3 

6 

4 

己 

7 8 

MD 1 -X 

信号 

R X + R X - 

T X + 

T X - 

+ V 

+ V 

-V 

-V 

MD I 

信号 

T X + T X - 

R X + 

R X - 

+ V 

+ V 

-V 

-V 


ピン No .- 


2345678 


-2。ポート2己〜2目 


状態 

ピソ N 0。 

12 3 6 4 5 7 8 

MD 1 -X 

信号 

巳 1 DR + RI DR - 阿 DA + RI DA - 阿 Dn + RI DD - RI [)じ+ RI DC - 

MD I 

信号 

Bl m Rl HA - Rl nR + Rl HR - Rl nC + Rl HC - Rl Dn + Rl DH - 


ピン N 0 . 


2345678 


3 。 コンソール。ポー 


ピン N 0 。 

信号 

ピン N 0 。 

信号 

1 

T X D 

己 

N C 

2 

GN D 

6 

NC 

3 

RX D 

7 

NC 

4 

GN D 

8 

NC 


ピン N 0 . 


2345678 


電ミ原用端子台（付属□ち） 

;;原用端子台〔付属品） 


下図は電源ヶーブル取り付け面 
I 巧り付け面 1 I 



DC -48 V / DC 4 S V の接続ちま 


接お用端子 ◎ 一端早 盾)+端み 



① 

質 

感 

DC -48 V で使用される塌合 
(入力電店範囲一己 3 〜 一43 V 

段お 

-48 V DC 

0 V DC 

DC -4 S V で使用ざれる場合 

C 人力電旺範囲一日3〜 一43 V 

接化 

0 V DC 

48 V DC 




平巧2 4年 


1曰 e —スツ ト7—クソ iJi ーシ3ン 
ネット7— ク商品事業部 

パナソニック E S ネツトワークス株式会社 


V 3ン事業本部 


I 







•設置ちま。付属品 

"し設置方法 
-2。か属品 


(1) 19インチつックへの取り巧け 

C 1 ) 施工説明書 

(2) 耶圾説 B 月書 

(3) CD-ROM 

¢4)巧化金具 （19 イン子つ’ンクマウント用） 

C 己）ねじ （19 イン f つックマウント用） 

(6) ねじ（巧付を具と本体接続用） 

¢7)ゴム足 
C 8) 電源用端子台 
C 9 ) 絶摄干一了 

《電源ケー了ル，接地用ケー了ルは別をご用意ください。 


シ己 □□ 


ルケーブル 


_(品番 ： P N 7 2 0日 1 )_ 
2。 SFP -1000 SX 
(品番 ： PN 日4日2 1 ) 


3。 SFP -1000 LX 
(品番： P N 己4日2 3 ) 


4。 SFP - LX 4 G 
(品番： P N 己4日2己） 
( ^ 1 ) 


) RJ 4 己一 DsubS ピンコンソールケーブル 


光つアイハ。ポー 
にを方す 
を送を度 
適合ー ブル 


最大伝送距離 


光ファイバ • ポート 
忆:を方す 
を送速度 
適合ケ-ブル 


最大伝送距雜 

光ファイバ。ポート 
伝送速度 
適合ケーブル 


最大伝送距離 


LC 〕 タクタ （2 忘） 

] EE 巨 S 日2。3 Z 1000 BASE-SX 
1000 Mbps 全二重 
光ファ-バ t — 了ル 

己0/12己 Mfn マル子モードフ7イバ 
己2。已/12己け m マルチモードファイバ 
日日/12已 U m の場合己日日 m 
巨2。己/12已 Mm の場合2 2 0 m 

LC コなクタ (2 ぁ) 

] EE 巨802。3 Z 1000BASE-LX 
1 0 0 0 Mbps を二重 
光ファイバ午ーブル 

10 /12己 U m シングルモードファイバ 
10 K m 

LC コスクタ （2 お） 

1 0 0 0 Mbps を二重 
光ファイバケーブル 

1 □ /12己 y m シンダルモード' フ7イバ 
4 0 K m (み 2) 


LX 4 日をが向でご使用ください（通信速度1日日日 M b P S ) 
光許容損失ボー19 d 目は下でご使用くたさい 
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□ 

□□ 


□ 

□□ 


を 
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10。安を確保のための施：および使用止の禁止事巧 


下記の I 頁目をミ請足されていない場合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

本商品のご使用に際しては、な下の点を遵守ください。 

( 1 ) 電源ケーブルの接続および阻線.装置の設置および交视は.散育を受けた資格を有ずる技術をは外は行わない。 

(2) 本製品か属の 「 M 24 DCPWR 施工説日月書」になって施工ずる 

(3) 人力電店範囲 DC —已3〜 一43 V ( DC 43 〜 53 V ) な外では使巧しない 

巧り扱いを t 吳ると. 乂を' 感電.化障.語巧動の原因になりまず。 

( 4 ) 適用吁ーブルなタトは絶がに使用しない 

I 具って使用ずると.発熱して焼損や义巧の原因になりまず。 

(己）はんだかけしたむ線は使用しない 
乂烫.感電の原因になりまず。 

(6) 通電中.電源用端子台 C か属品）には触れない 

感電、故障の原因になりまず。 

(7) 電源設備ブレーカを日 N にしたまま.電源用端子台(付属品）の取り付け。取り外しをしない 

义巧、感電.故障.語巧動の原因になりまず。 

必ず電源設備ブレー々を曰 F F にしてから作業を行ってください。 

(谷）水のある攝がのをく.湿気やほこりのをい攝巧に或置しない 

(日）開□部みツイストぺアポート、コンソールポート . S F P 拡張ス □ V 卜から内部に金属み燃えみずいものなどの異物を差し化んだり. 

巧とし込んだりしない 

义烫.感電.故障の原因になりまず。 

(10) 直射日光の当たるところや温度の高いところに或置しない 

内部の溫度ボ上ボリ、火癸の原因になりまず。 

(11) ぬれた手で電源端子台（か属品）を巧き差ししない 

(12) 雷が発生したときは I この装置和接続ケーブルに朋れない 

感電、故障の原因じなります。 

(13) この装置を巧解。改造しない 

火を.感電.故障の原因になりまず。 

(14) 電源ケープルを傷つけたり、無理に巧けたり、引っ張ったり、ねじったりたばねたり、はさみ化んだり、重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源ケー了ルボ破損し.火癸.感電の原因になりまず。 

(1 己）ツイストぺアポートに1日巨 ASE - T / 1 00 BASE - TX / 1日00巨 AS 巨- T な外の機器を接続しない 
火笑' 感電、古た障の原因になりまず。 

(16) S FP 拡張ス□ットに別売の S F P モジ王ール CS F P - 10日日 SX / SFP - 1日日日 LX / SFP - LX 4 日）な外を実装しない 

义巧、感電、化障の原因になりまず。 

(17) ] ンソールポートに別売の]ンソールケープル PN 72 日日1 R 」4 己- DSub 9 ピソコンソールケーブルな外を接続しない 

乂烫.感電.故障の原因になりまず。 

(18) この装置を义に人れない 

蠕発、乂菜の原因になりまず。 

(19) 電源用端子台（付属品）を必ず使用ずる 

(2 日）ケーブル被覆は7 m m は止むかない 

(2 1) む線が露化しないように接続ずる 

絶縁テープ（付属品）を貼付せずに使用ずると感電の原因じなります。 

(2 2) 必ず接お用ケープルを接続したあとに電源ケーブルを接続ずる 

(2 3) t 具接続していないか確認ずる 

接続を I 呈ると短雜や過電流で使用す巧になりまず。 

また义烫.感電. t 吳作動の原因になりまず。 

(24) 電源吁ーフ'ルを電源用端子台にゆるみなどザないよう、確実に接続ずる 
感電や語動作の原因となりまず。 

(2 曰）電源用端子台を電ミ原ケーブル接続端子にゆるみなどボないよう.巧実に接続ずる 
感電や語動作の原因となりまず。 
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(26) 丄 ： l 下を確認した場合、ずぐに電源設備ブレーカを OFF にずる 
電源をな給したまま長時間放置ずると义ぶの原因になりまず 
-電ミ原 LE D が点打しない 
。本製品から異臭がずる 
-本製品から煙が化ている 
。本穀品内部に異物や氷が入った 
。自己誌断 LED ( STATUS ) が穩点滅している 

(2 7) ツイストべアポート， SFP 柏;:おス□ット、 コン ソールポート.電据ケー了ル桂卜けブ□ックで手などを切らないよう注意の止巧り扱う 


11。施て止のミ主意事項 


C 1 ) 本製品が属の 「 M 24 DCPWR 施て説日月書」にだって施てしてください 

(2) 電源寸ーブルと LAN ケーブルを並行配線ずる場合には.お互いを1日 C m 功止離して配,操してください。 

(3) 措続を t 具ると短紹传過電流で使用す可能になりまず 

(4) ケーブル被膜は7 m m は止むかないでください 

(己）おがった I こ、線はまっすぐに伸ばしてから接続してください 
(己）む線の近くを持ってまっすぐに措続してください 

(7) 接地用ケーブルは本製品を或置ずる塌巧の接おを件に化って配線してください 

(谷）接続したケーブルを引っ張ったり.ねじったりずると I じ''線を傷つけまず 

(曰）ねじは締めずぎないでください。ケーブルが切れたり.ねじ部分が故障ずる原因になりまず 

(10) 電源吁ーブル.接地用午ーブルは別途ご用意ください 

(11) C U 单線 C な0.巳〜2。日 mm ) を使用してください 

(12) を2。0 mm じ I 上のケーブルを使用ずる攝合は.中継端子台を別途ご用意ください 


12。使用止のミ主意事項 


( 1 ) 内部の点お。修理は販売店にご依頼ください 

(2) この装置を設置。移動ずる隅は.みちを養けわ資格を有ずる技術者が行ってください 

移動ざせる場合は.をての寸ーブルを外してください。 

(3) この装置を清掃ずるおは.教育を受けた資格を有ずる技術をが巧ってください 

その隙.電源設備了レー々一を日 F F にしてください。 

(4) R 」 4巳コよクタの金属端子やコ击クタに接続されたクイストペアケーブルのモジ'ュつプつグのを属端子 、 S F P お張ス□"ノト内部の 
金属端子に喊れたり、帯電したものを近づけたりしないでください。 

静電気によりが障の原因になりまず。 

(己）コタクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュつフ。つダを力一ぺットなどの爭電ずるものの上やを辺に放置しないでください。 
静電気により故障の原因となりまず。 

(6) 落下など強い衝撃を与えないでください 

が障の原因になりまず。 

(7) コンソールポートにコンソールす一了ルを接続ずる際は.事前にこの装置け> 外の金属製什器などを触って静電気を除ましてください. 

(8) じ I 下場戸斤でのお管。使用はしないでください 
(仕様の巧境る件下にてな管。使用をしてください） 

。水などの液体がかかるおそれのある場巧.湿気がをい場戸斤 

•ほこりのをい場戸斤，静電気障吉のおそれのある場所（力一ぺットの止など） 

。直射日光が当たる場戸斤 

-結壽ずるような塌巧、仕様の1毀境る件を鋪たさない高溫。 f 任溫の場ホ 
。振動。衝撃ボ強い塌戸斤 

(白）周囲の温度が日〜4日 C の場所でわ使いください 

止記案件を滿足しない場合は. 火を。感電。 故障。 t 臭動作の原因となり.保証致しかねまずのでごミ主意ください。 

また.この装置の通風□をんさポないでください。 

通風□をんさぐと内部に熱がこもり語動作の巧因になりまず。 

(10) 装置同±を積み重ねる塌合は.上下の機器との固隔を2日 mm は止空けてお使いください 
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(11) SF P 化張ス□ットに別売の SF P 化張モジ ュ ール （ SFP _1 000 SX / SFP -1 000 LX / SFP - LX 40) はタトを 
実装した塌合、動作保証はいたしませんのでご!主意ください 

(12) 仕様眼巧をこえると t 臭動巧の原因となりますので、ご!主意ください 


□□貝 保 sILIl ノし、し 


本商品の品質管理には最大のを力をいた しまずが、 

( 1 ) 万一、本巧品の□□□質すをが原因となり.人命並びにお産に多大の鼓響が予測される攝合には.本仕磕書記載の特性。な値にがしを格を 

持たれ.かつ二重◎路等のををが策を組み化んでいただくことを.製造物貴 f 壬の観点からお勧めしまず。 

( 2 ) 本商品の品質保証期間はお買上け曰より 1 年間とし、本仕様書に記載されわ項目とその範囲内とさせていただきまず。 

本巧品に轉社の責によるおなが明らかになった塌合には.誠意をもって代替品の提な、または稻疵部みの交巧、修理を本巧品の納人場所で 
速をかに斤わせていただきまず。 

但し.なの塌合はこの保 f 正のが象から除かせていただきまず。 

1 ) 本:商品の故障や瑕疵から誘発された他の損害の場合。 

2) わ買い上げをの巧あい、巧管、運搬（輸送）にわいて.本仕様青記載は外のを件が本商品に加わった場合。 

3 ) お買い上け時までに実用化されている巧術では予見ずることがす可能であった巧をに起因ずる場合。 

4) 义夕、地震、洪水、义夕、紛争など弊社に青のない自があるいは人為的な巧害による場合。 


巧あ説明青.本体貼付つベル等のを意青にだった使用状態で保証期間内に故障した攝合には.無料修理させていただきまず。 

お客様の巧あ說巧青に化わない操作に起因ずる担害および本商品の故障。語動巧などの要因によって通信の機会を 
逸したためにをじた損害については、その青任は負いかねまずのでご了承ください。 

(イ）使巧止の I 呈リわよびす当な修理軒な造によるが障およびお傷 

(□) わ貿上け怪の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障および損傷 

( A ) 义烫.お震.水害.速雷.その他天烫お婪および公害.塩害.ザス害（硫化ガスなど）.異常電旺.指定外の 
使巧電源（電店、周波な）などによる故障および損傷 
(二）保証青の提示ボない場合 

(ホ）保 t 正書にお買止げ日、お客様をの記入のない場合、あるいは字句を雷き替えられた場合 
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